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企 画 教 育 委 員 会 記 録 

 

１ 日 時  令和４年３月１１日（金） 

午前 ９時５７分 開会 

午前１０時５５分 閉会 

 

２ 場 所  第２委員会室 

 

３ 出席委員 

委員長 小 野 辰 夫   副委員長 白 川   誉 

委員  小 野 志 保   委員   神 野 恭 多 

委員  河 内 優 子   委員   高 塚 広 義 

委員  永 易 英 寿   委員   藤 田 幸 正 

委員  近 藤   司 

 

４ 欠席委員 

なし 

 

５ 説明のため出席した者 

副市長 加 藤 龍 彦 
   

企画部 
    

部長 亀 井 利 行 
 

総括次長（財政課長） 木 俵 浩 毅 

総合政策課長 加 地 和 弘 
 

別子銅山文化遺産課長 藤 田 和 久 

地方創生推進課長 近 藤 淳 司 
   

総務部 
    

部長 岡 田 公 央 
 

総括次長（市史編さん室長） 和 田 隆 宏 

次長（人事課長） 髙 橋  聡 
 

契約課長 松 平 幸 人 

債権管理課長 尾 﨑 安 孝 
 

人事課主幹 伊 藤 伸 明 

市民環境部 
    

次長（環境施設課長） 小 野 隆 典 
   

教育委員会事務局 
    

教育長 高 橋 良 光 
 

事務局長 高 橋 正 弥 

総括次長（スポーツ振興課長） 佐 薙 博 幸 
 

次長（教育力向上推進監） 中 上 郁 夫 

次長 矢 野 雅 士 
 

次長（文化振興課長） 菅  春 二 

次長（文化振興課参事） 曽我部  み  さ 
 

社会教育課長 竹 林 栄 一 

学校教育課長 中 西 輝 宣 
 

学校教育課参事 鈴  木  今日子 

 

６ 議会事務局職員出席者 

議事課副課長  鴨 田 優 子   議事課主任  越 智 雅 弘 

 

７ 本日の会議に付した事件 

別紙付託案件表のとおり 
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８ 会議の概要 

○ 開 会  午前 ９時５７分 

 

●小野委員長：＜開会挨拶＞ 

○加藤副市長：＜挨拶＞ 

 

○総務部関係（総務部その他関係者） 

◇議案第２号 工事委託契約の変更について 

○松平契約課長：＜説明＞ 

＜質 疑＞ 

●近藤委員：１億 2,000 万円くらい減少金があるということだが、その主だった要因は何か。 

○小野市民環境部次長（環境施設課長）：主な原因としては、財団が発注する解体撤去工事の入札減

少金が全部で４億8,700万円ほど、またＰＣＢ等の廃棄物の処分・運搬費用が１億1,500万円ほど減少

しており、全て合わせると６億1,400万円程度の減少となったことから、負担割合に応じて新居浜市

として１億1,700万円ほど減額している。 

●近藤委員：ということは、新居浜以外の市にも同じように減少金が発生しているということか。 

○小野市民環境部次長（環境施設課長）：それぞれ負担割合が違うため、６億1,400万円をその負担

割合で減額させている。 

●近藤委員：これだけ大きな金額の減少は、相当の見込み違いだろうと思うが、その辺りはどうか。 

○小野市民環境部次長（環境施設課長）：最初は実施設計の段階で契約しており、入札段階の契約で

はないため、５市町において負担上限額で契約していた。実施設計の後、入札の結果としてこれだけ

の減額が出たということである。実施設計業務、監理業務はコンサルに発注して実施しているが、そ

の実施設計額より入札額が減少したということである。 

●近藤委員：今の廃棄物処理センターが全部更地になった後、次の段階としてはどういったスケジュ

ールになるのか。 

○小野市民環境部次長（環境施設課長）：工事が完了すると、財団で土地の売却の事務手続を行って

いくと伺っている。 

●近藤委員：これは令和３年度事業ということだが、まだ事業は終わっていないということか。 

○小野市民環境部次長（環境施設課長）：財団の売却後、売却益が出ると、負担割合に応じて県及び

５市町に分配される。それが令和４年度になるものと考えている。 

●近藤委員：工事自体は終わっているのか。 

○小野市民環境部次長（環境施設課長）：工事としては令和３年度、３月31日までの工期であるため、

令和３年度で終了する。 

＜討 論＞  な し 

＜採 決＞  全会一致 原案可決 

 

◇議案第４号 新居浜市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

○髙橋総務部次長（人事課長）：＜説明＞ 

＜質 疑＞ 

●高塚委員：第 24 条について、職員に対する育児休業に係る研修の実施、育児休業に係る相談体制

の整備、その他育児休業に係る勤務環境の整備に関する措置が規定されているが、これらを担当する
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部署は決まっているのか。 

○髙橋総務部次長（人事課長）：人事課で執り行うことになると思うが、市長部局以外についても、

その人事担当部署がまず窓口となり、全体的には人事課で御説明できるような環境を整えたいと考え

ている。 

●高塚委員：施行日である４月からそういうような体制を整えるということでよいか。 

○髙橋総務部次長（人事課長）：そのように捉えていただいて結構である。 

●藤田委員：第 23 条第１項について、当該職員の意向を確認するための面談その他の措置を講じな

ければならないとなっているが、現状についてはどのような取扱いになっているか。 

○髙橋総務部次長（人事課長）：現在においても、そのような状況になった場合には人事課に来てい

ただき、今の状況でできることを個別に御相談している。 

●神野委員：男性、女性どちらにも当てはまる条例であるのか。現在の取得状況は、またこれを施行

することによってどのように変化すると見込んでいるか。 

○髙橋総務部次長（人事課長）：まず現在の取得状況について、過去３年間の正規職員については、

女性職員は取得率100％である。男性職員は過去３年間で２名取得している。在職期間１年未満の非

常勤職員も該当になるということで、取得される方が増えていくだろうと想像している。 

＜討 論＞  な し 

＜採 決＞  全会一致 原案可決 

 

◇議案第７号 新居浜市債権管理条例の一部を改正する条例の制定について 

○尾﨑債権管理課長：＜説明＞ 

＜質 疑＞  な し 

＜討 論＞  な し 

＜採 決＞  全会一致 原案可決 

 

休憩 午前１０時１５分／ 再開 午前１０時１６分 

 

○予算議案（企画部その他関係者） 

◇議案第２８号 令和３年度新居浜市一般会計補正予算（第１２号） 

○木俵企画部総括次長（財政課長）：＜説明＞ 

＜質 疑＞ 

●近藤委員：商工費国庫補助金、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金が２億円余り減

額になっているが、その要因はどうか。 

○木俵企画部総括次長（財政課長）：先に補正予算で措置した営業時間短縮等協力金の事業費部分と

事務費部分の合計であり、予算措置したときに見込んでいたよりも歳出の実績が少なくなる見込みの

ため、減額するということである。 

●近藤委員：実際は少なかったということか。 

○木俵企画部総括次長（財政課長）：そうである。 

●近藤委員：減債基金積立金６億 1,645 万 3,000 円と財政調整基金積立金６億 8,720 万 6,000 円をそ

れぞれ積み立てるということだが、積み立てた後の基金の状況はどうか。 

○木俵企画部総括次長（財政課長）：まず減債基金の２月補正後の残高については、今年度末で11

億9,416万7,000円となる見込みである。次に財政調整基金について、今年度末で18億751万8,000円の

残高となる見込みである。 
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●近藤委員：先日の一般質問で、財政調整基金は幾らかという質問に対し約 10 億円という答弁だっ

たと思うが、これはいつの時点での話なのか。 

○木俵企画部総括次長（財政課長）：一般質問での答弁の約10億円については、今年度末見込みの18

億円から、当初予算で繰入れを計上した７億5,000万円余りを引いて、当初予算編成時点での見込額

が約10億5,000万円ということである。 

●神野委員：市税について、個人、法人ともに見込みよりも増額ということだが、もともと少なめに

見積もっていたのか、それともコロナで何か動きがあったのか。本来であれば下がるものだと感じて

いたが、このような結果になった要因を教えてほしい。 

○木俵企画部総括次長（財政課長）：市税について今回追加補正を行う要因については、先ほど神野

委員が言われたように、当初予算ではコロナの影響を加味してもっと減るだろうと予測していたが、

昨年の12月末ぐらいの時点での見込みでは、そこまでは落ちていないということだったため、今年度

末までの歳入見込みに準じて、今回トータルで７億円の補正をさせていただいた。 

●神野委員：これはコロナ前の金額に比べてどうか。 

○木俵企画部総括次長（財政課長）：今回の補正を加えた今年度の市税全体での見込みとしては、例

年に比べると若干落ちているくらいのイメージである。 

 

休憩 午前１０時３１分／ 再開 午前１０時３２分 

 

○佐薙教育委員会事務局総括次長（スポーツ振興課長）：＜説明＞ 

＜質 疑＞ 

●神野委員：スクール・サポート・スタッフ配置事業費が 1,000 万円ほど減少ということで、先ほど

新型コロナウイルスの影響でという説明があったが、いまいちぴんとこない。詳しく説明してほしい。 

○中西学校教育課長：この減額については、県の補助事業であり、当初20人で要望していたが、補助

の範囲が７人分となった。この補助の範囲内での事業実施ということで運用しており、残りの13人分

を減額したものである。 

●神野委員：県が７人分しか補助しないというふうに途中から変わったということか。 

○中西学校教育課長：当初の予算要望の段階では満額で要望していたが、結果が出るのが年度が替わ

ってからのため、結果が７人分であったということである。 

●白川副委員長：小中学校ＩＣＴ環境整備推進事業費が繰越しになっているが、どういった業務が残

ったのか。 

○中西学校教育課長：当該事業費は、教員用タブレットの補充ということで、90人分のタブレットを

購入するものである。 

●近藤委員：それに追加して、教員用タブレット 90 人分ということで、小中学校の教員１人１台と

いうことではないと思うが、今の状況はどうか。 

○中西学校教育課長：教員623人に対し、整備済みが388台、普通教室分の整備である。235台分不足

している状況であるが、今回90台を補充する。145台分は不足しているが、予備費で対応していく流

れとなっている。 

●永易委員：関連だが、何年周期ぐらいで更新していくのか。 

○中西学校教育課長：契約期間が５年であるため、５年単位で検討していく。 

＜討 論＞  な し 

＜採 決＞  全会一致 原案可決 
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休憩 午前１０時４０分／ 再開 午前１０時４１分 

 

○教育委員会関係（教育委員会事務局その他関係者） 

◇議案第９号 新居浜市文化財保護審議会条例の制定について 

○菅教育委員会事務局次長（文化振興課長）：＜説明＞ 

＜質 疑＞ 

●高塚委員：今回の文化財保護審議会設置にあたり、メンバーや人数等は決まっているのか。 

○菅教育委員会事務局次長（文化振興課長）：まず委員については、条文の中で10人以内と規定して

いる。文化財保護に関して専門的な知識、経験を有する方を選定させていただきたいと思っている。 

●高塚委員：メンバーとして、学識経験者など文化財関係の知識があるような方を中心に選定すると

いうことだが、市内と市外の割合はどうか。 

○菅教育委員会事務局次長（文化振興課長）：メンバーの選定については、市内に在住の方、また御

勤務をされている方で、それぞれの分野での知識を有する方を選定させていただきたいと考えている。 

●近藤委員：教育委員会から市長部局に移して、審議会をつくるための条例ということだが、どうい

った目的があるのか。 

○菅教育委員会事務局次長（文化振興課長）：平成31年４月に文化財保護法等が改正され、市長事務

部局で事務を行うことが可能になった。これまで文化財保護については、様々な方法で取り組んでい

たが、過疎化や少子高齢化といった時代に対応し、地域社会総がかりで文化財保護に取り組んでいこ

うといった中で、今回市長事務部局に移管されることに伴い、文化財保護法第190条第２項に、地方

公共団体の長が文化財保護を担当する場合においては、当該地方公共団体に文化財保護審議会を必置

とするという規定もあるため、今回これに基づいて条例を制定するものである。 

●近藤委員：移管することによって、どういうメリットが出てくるのか。 

○菅教育委員会事務局次長（文化振興課長）：例えば、現在観光といった意味合いで、地域の文化財

保護を広く捉えていこうという傾向にある。そういったことが、市長部局に移管されることでよりス

ムーズにできるということである。 

●近藤委員：近代化産業遺産などの扱いも大分違ってくるのか。 

○菅教育委員会事務局次長（文化振興課長）：文化財全てということであるため、近代化産業遺産も

含めて広く市の文化財を対象として進めていくことができると思っている。 

＜討 論＞  な し 

＜採 決＞  全会一致 原案可決 

 

◇議案第３２号 訴訟上の和解について 

○中西学校教育課長：＜説明＞ 

＜質 疑＞  な し 

＜討 論＞  な し 

＜採 決＞  全会一致 原案可決 

 

休憩 午前１０時５０分／ 再開 午前１０時５１分 

 

○請願・陳情関係 

◇陳情第１号 国交正常化５０周年に際し、政府に日中不再戦、平和友好の外交を求める意見書の提

出方について 
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＜意見・討論＞ 

●白川副委員長：日中友好など平和友好は非常に望むことではあるが、外交というのは国の専権事項だ

と思うため、慎重に取り扱うべきだと思う。調査研究も含めて継続審査でお願いしたい。 

 

休憩 午前１０時５２分／ 再開 午前１０時５３分 

 

◇請願第２号 インボイス制度の実施中止を求める意見書の提出方について 

＜意見・討論＞ 

●神野委員：インボイス制度については、税の公平性においては非常に重要だとは思うが、前回とコロ

ナの状況などが変化していないこともあり、中小企業についても、まずは回復することに注力していた

だきたいということで、現段階としては引き続き継続審査でお願いしたいと思う。 

 

休憩 午前１０時５３分／ 再開 午前１０時５４分 

 

○ 閉 会  午前１０時５５分 
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企画教育委員会付託案件表 

 

令和４年３月１１日 

 

○総務部関係（総務部その他関係者） 

議案第 ２号 工事委託契約の変更について 

議案第 ４号 新居浜市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定に 

ついて 

議案第 ７号 新居浜市債権管理条例の一部を改正する条例の制定について 

 

○予算議案（企画部その他関係者） 

議案第２８号 令和３年度新居浜市一般会計補正予算（第１２号） 

第１表  歳入歳出予算補正中 ﾍﾟｰｼﾞ 

歳入 全部 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  4･5･18～29 

歳出 第２款 総務費 

第１項 総務管理費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  6･30･31 

第１０款 教育費（財源補正を除く） ・・・・・・・・・・・・・  7･49～51（※） 

第２表 継続費補正 変更 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  8 

第３表 繰越明許費補正 追加 

第２款 総務費 

第１項 総務管理費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  9 

第１０款 教育費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   10（※） 

第４表 地方債補正 追加 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   11 

第５表 地方債補正 変更 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   12 

（※）教育委員会事務局分 

 

○教育委員会関係（教育委員会事務局その他関係者） 

議案第 ９号 新居浜市文化財保護審議会条例の制定について 

議案第３２号 訴訟上の和解について 

 

○請願・陳情関係 

陳情第 １号 国交正常化５０周年に際し、政府に日中不再戦、平和友好の外交を求め 

る意見書の提出方について 

（継続審査分） 

請願第 ２号 インボイス制度の実施中止を求める意見書の提出方について 


